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山口 あまりにも一般的な問いかけで申し訳ないのですが，．．、まずあなたにとって環境とはど
のような意味をもつのか教えていただけますか？
ヴァルデンフェルス　　ドイツ語の環境という語は、比較的新しい言葉で七ゲーテの時代には、環境について
　　　　　　　　　語られることはありませんでした人々はひとつの世界を生きていたのです　ギリシア人
　　　　　　　　　も、環境についてギリシア語で語ることはなく、彼らはコスモスや自然、すなわちピュシ
　　　　　　　　　スというものについて語っていました、環境という語は、ドイツ人にとっては生物学から、
　　　　　　　　　つまり、環境論を展開したユクスキュルによってもたらされました。それは、フランス語
　　　　　　　　圏から来た社会学のMilieuという語と密接な関係にあります。それゆえ生命や生活の領域、
　　　　　　　　　しかも具体的な生命の領域と関係しています、逆にお聞きしたいのですが、あなたは世界
　　　　　　　　　と環境というものを区別していますか？
山口 　私はいつもアルノルト・ゲーレンの哲学的人間学を念頭においています、彼のシステム
理論を私はあなたのフロゼミナールで学び、そのさい技術や行為、欠如存在としての人間
といった様々な問題が取り上げられました。こうしたコンテクストにおいて私はユクスキ
ュルの環境という問題群にも突き当たりました一tそれは私にとっては非常に説得力のある
記述でした。生命存在の一切は、それにふさわしい環境を持っている，それは新しい概念
でした、確かに世界という概念のもとでも、多くの様々な現象学的研究の伝統が生じてい
ます、私に最も関係しているところで言えば、それは生活世界であり、その後、世界と世
界構成の問題にたどり着きますただし生活世界というのは、個々、様々に異なって存在
しているものです、もし世界という概念について熟慮するとすれば、生活世界の概念が私
にとって最も重要なアスベクトとなります．
ヴァルデンフェルス 　ええ、そうです．私も現代的概念でもある世界概念、つまり生活世鼎既念について考え
たいと思っています，それはあらかじめ存在していたものではありません．tコスモスには、
すべてのものが属しています。太陽や木々、動物、すべてのものです、そして歴史的に言
えば、文化的な世界も世界の一つです＝様々な時代における世界概念を考察することがフ
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　　　ッサールの試みでした．そのうえ彼は、テクストを見オー1ば明らかなように生命環境
　　　（Lebe応Umwelt）についてもしばしば言及しています．この言葉は頻繁に用いられているので
　　　すが、その際彼は、世界と環境という大きな［i砺りを行ってはいません，
　　　　それに対してシェーラーは、ユクスキュルに明確に関係づけることではっきりとこの区
　　　別を行っています　つまり環境とは、ある境界づけられた空間に柱まう生物にとっての世
　　　界であり、生物は知覚世界（Merkwelt）と作用世界（Wrkwelt）をもち、最近言われるように生
　　　物学的にアログラムされつっその境界づけられた世界を生きるというものです、そして生
　　　命は、そこで生きていることを知りません・例えばライオンが、「私はライオンであろ」
　　　と述べたとすれば、それはもはやライオンではありません．ライオンは、ライオンの世界
　　　を生きているのです　フレスナーが述べたように、人間的な生は、ある種の距離、自醗計生
　　　を前提しています、それはつまり、人間は単純な世界内の部分ではないということであり、
　　　　「私はどこにいるのか」、　「私は誰なのか」という問いが初めて・1乙てられることを意味し
　　　ます，ニーチェが名づけたように、人間は「束縛されていない動物」なのです．これが人
　　　間の世界です；tそれは初めから確固として存在するのではなく、　「私はどのように生きる
　　　べきか」、そして「私はどこにいるのか」という問いとともに存在し始めるのです、した
　　　がって環境概念は、自然について考える仕方との親密な関係をもつ二とになります、私も
　　　環境をそのようなものとして考えています．、
　　　　しかしまた、自然科学者がするように世界について考えることもできます、単純にいえ
　　　ばそれは、変化し、誘発される化学的なプロセスのようなものになります．それが因果連
　　　関という意味での自然概念です．環境は、決して実在的な概念ではありません、皿やカッ
　　　プのように環境が存在するのではなく、何ものかが環境として解釈されるのです．世界概
　　　念は意味概念のひとつであり、環境とは、生活Itt界に属するものとして自然が考察された
　　　ものなのです．このことは、それほど自明ではありません．私が白然科学的研究を行い、
　　　考察可能な諸プロセスを脳の中にまで見出すと、それが人問に属すろ環境となり、世界概
　　　念の中にその自然フロセスが受け入れられ、名づけられることになります　そしてこのこ
　　　とは、人間が大地の事物や果実によって生かされているということから、商業世界や食料
　　　世界が出現するというところにまで繰り返されるのです、
　　　　人間は事物を享受し、それを消費します　自然には、空気や水のように人が所有できな
　　　いエレメントが属しています　これは古い歴史のひとつであり、すでにトマス・アクィナ
　　　スが、空気と水ぱ本来私有物ではないと述べています，それらはすべての人間に帰属する
　　　ものです：tこのことは当時、真実味をもって語られていました、というのも当時は、空気
　　　や水の貯水量に悪影響を与えるといった可能性がそもそも考えられなかったからです．、し
　　　かし事態は変化し、そうしたエレメントへの介入”f能性が現実になったのです。ただしエ
　　　レメントとは、その中で人間が生きているまさに当のものです．ゲーテは、呼気と吸気に
　　　ついて記述しています，それは環境との関わりであり、その中で私は空気に出会うのです
　　　何らかのものを考察することによって呼吸するのではありません．そんなことをしていれ
　　　ば、空気を得ることができず、窒息してしまうでしょう，私が空気とは何かと気づくよう
　　　なときには、限界状況が現2Zています／／空気とは呼吸なのです、ゲーテは非常に美しく、
　　　呼気と吸気は二重の恩寵であると述べています．それは降りかかってくるものなのです、
　　　また生命は自然と水によっても生かされています一水は、自分の身体にも、洗濯をするさ
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いにも、すべてのものに入り込んでいますZレメントとはそういったものです．それは、
私たちの生活世界で自然が］賠llを演じていると二ろ一切に存在すろのです
　動物の場合には、特殊な区別が必要なのかもしれません　動物の生活世界がどのような
ものであるのかは特殊な問いでしょう・彼らが人間とは異なる感覚器を備えていることに
ユクスキュルは興味をもっていました．逆に人間の場合には、生物学化という危険が常に
存在しています　ユクスキュルでさえも結局は差別的な理論を唱えたのです　人はそのこ
とに全く気づくことなく、最終的に非常に差別的な理論を構築すろのです．というのも、
人間が自然から産み出された何らかの生命体であることを生物学的に考察すると同時に、
文化にも属している人間を動物から区別すろからです人間がこの区別を・行う」のです．
人間は自らを動物から区別するのです、どこかの誰かがこの区別を行うのではなく、私た
ちがそれをするのです、その限りで、動物との関係は繰り返し、すでに、自然と生命のひ
とつのアスヘクトとなるのです
山口 　環境概念と自然科学者の自然因果的な世界を相互に比較するさいに、どのようにして対
立するように見える二っの立場を関係づけることができるでしょうか
ヴァルデンフェルス　　私は、人間の身体から出発するというあなたと同様な考え方をしています　つまり、あ
　　　　　　　　　なたは、歩くことも、食べることも、話すことも、歌うことも、眠ることも、横になるこ
　　　　　　　　　ともできますそれは常に私がそこに参与するフロセスであり、しかも常に、人間が完全
　　　　　　　　　には支配できず、見通すこともできない自然の契機の混入でもあります，眠りを例に取り
　　　　　　　　　ましょう，これは興味深い現象です、人はよく「眠ります（ドイツ語では、眠りに行くが
　　　　　　　　　直訳）」と言います　しかしこの言い方は誤解を招くものです，眠るという語が能動的な
　　　　　　　　動詞として用いられていますが、眠りは、歌ったり、つかんだりという私が実行するよう
　　　　　　　　　な活動ではありません，私は眠りに落ちるのであり、そこから目覚めて来るのです　これ
　　　　　　　　　は興味深い現象であり、ここに自然のユレメントが入り込んでいます．脳科学者ホェヘル
　　　　　　　　㈹ppel）による睡眠リズムについての著書が思い出されま＋彼は生理学的側面から驚くべ
　　　　　　　　　き事象を記述しています一眠り始めの・一一時間くらいはデルタ波という脳波が存在します、
　　　　　　　　つまり深い眠りと言われる長波です，そしてその後、ある種の間隔において、っまり何時
　　　　　　　　間もの間隔をおいて目覚めの状態に近づいて行きます　彼はこのことを、脳が目覚めの状
　　　　　　　　態で機能しているような逆説的位相と名づけています（この表現が正確に彼ぴ）ものであっ
　　　　　　　　たかは定かではありませんが），それは夢のことです，何かを見ろと人は言いますが、夢に
　　　　　　　　おいても人は何かを見ているのです。しかもすべてが目覚めることなしにですvただし脳
　　　　　　　　は、この位相においても機能しており、目覚めの状態と同様の20分間隔のリズムをもって
　　　　　　　　います，これが強くなると人は目覚めるのです．これは実証された眠りの記述です，ゾン
　　　　　　　　デを脳の中に差込み、脳内の言語位相で何が起きているのかが観察されたのです．
　　　　　　　　　　したがって、観察する限り、眠りは自然フロセスなのです　しかし眠ろうとしても眠れ
　　　　　　　　ない人、っまり不眠症は決して自然科学的現象ではなく、苦しみのことです、それゆえそ
　　　　　　　　　うした現象を扱う際には、常にそれらが体験され、行為される観点からも考察することが
　　　　　　　　できます・そこには、眠る当事者と、フソサールが生ける身体一物体と名づけた、私の支
　　　　　　　　配を1当τる自然身体／生（K61perlichkeit）が存在するのです、眠ることができない場合、その
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　　　ことを知っていても何の役にも立ちません一t私はそれについてどんな力ももたないのです
　　　どんな力も行使できないことが、私の身体には属しています　iミ眠症が意味するのは、身
　　　体は私に完金に従属させられる機械ではないということですそれゆえ、身体的フロセス
　　　には、常に自然の契機が含まれています．食べることもまさにそうです．人はカnリーを
　　　摂取し、それを消費します　しかしそのすべてを知る必要はありません．そのことは遅れ
　　　て気づかれますttつまり胃痛がしたときに、胃が単にそこにあるだけではなく、それが共
　　　働しているときとそうでないときがあることに気づくのです　出発点はこれで十分でナ，
　　　世界と世界において出会われるもののすべてには意味のアスヘクトがあり、それゆえに二
　　　そ私は、それが何なのか、どのように働くのか、私の気に入ろのか、私に害を与えるのか
　　　と間うことができるのです、その他に、人間にとって有意味であるものから独立している
　　　ものとして記述できる自然モメントも存在します．そして生命こそがまさに、そうした自
　　　然の側面にも文化の／則面にも還元することのできない領域なのです．メルロ＝ポンティの
　　　『知覚の現象学』の中に、私がしばしば引用する優れた文章があります・それは言語に関
　　　する章のもので、そこで彼は、人間の中には自然ではないものは存在せず、人工的に作ら
　　　れていないものも存在しないと述べていますr彼は例として微笑と親族について取り上げ
　　　ています、　「父親」とは、決して生物学的な事象ではありませんが、文化的なものである
　　　と同時に生物学的なものでもあります．人間的な実存が作り上げるものは、まさにこうし
　　　たフィールドの交差なのです．それゆえにこそ人間は、様々な方向性へと進むことができ
　　　るのです、
　　　　したがって、環境というのも私たちの世界の一つのアスヘクトなのです，自然をそれと
　　　して考察する場合、通常は空気を考察するのではなく、散歩をしながら、曇っているか、
　　　雨が降りそうかを考慮します，これが、気候に私たちが出会う日常の出発点となりますt／
　　　それからさらに、これから雨が降るのをどのように認識するのかという問いが立てられる
　　　ことになります．それが、気象学につながり、天気予報にっながるのです．私たちはラジ
　　　オでそれを聞きますが、天気がどうなるのかは私たちには全く分かりませんLですので、
　　　天気予報というのは、日本でもそうだと思いますが、ある種のドラマのようなものですt／
　　　というのも、いつも一人の男性がやってきて、　「ここを見てください　こちらを見ると．，．
　　　ですが、しかしこちらを見てみると．．．」と述べるからです、それはまさに予想のつかない
　　　ドラマの展開のようなものです．これが、天気予報というパースペクティブから見た気象
　　　なのです．また、天気予報が気象学や気象観測所に関係しているように、天気一つとって
　　　も非常に複雑なものであることが分かります：／にもかかわらず、環境について言われると
　　　きには、突然、「なぜここの空気はこんなに汚れているのか」という問いとして立てられ
　　　ることになります，そしてそこから、環境汚染や呼吸不全といった問題が出てきて、その
　　　後、空気が＃同体のものであり、産業の影響を受けるものであることなどに突然気づくの
　　　です。しかし出発点は、私たちの生活世界の部分としての空気であり、私たちがそれを呼
　　　吸し、その中で動く当のものとしての空気ですr風も空気に属しています．それゆえ以前
　　　は、風がなければ航海することもできませんでした，機械がまだなかったころには、風は
　　　とても重要でした。風はどこにあると言えばよいのでしょうかzプラトンの時代、ギリシ
　　　ア人は海の上におり、そこではとても重要な役割を演じていましたcそれもエレメントだ
　　　ったのです。
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　ゲーテは事象をいつもギリシア人のように記述しており、私の師匠のクーンは、　「ゲー
テは最後のギリシア人だった」と述べています　彼は事象をひとつの宇宙のように記述し
たのですそゲーテの晩年の詩のなかに、雲についての詩がありまナ当時ハワード（Luke
｝－low’ar’d）というイギリス人が、雲に、　ZitThUs（巻雲）やKumulLE（積雲）といったラテン
語の名前を付けたのです、18世紀の終わりになって、ゲーテはその二とに非常に強い関心
をもちました　というのも彼は、例えば雲がどうやって成立すろのかといった問いを、自
然科学者だけに興味があるものとして区別するのではなく、そうした雲は規則1生に従って
おり、それこそがギリシア的なものであると述べていたからです．雲の形成ほど興味深い
ものはあり主せん一tゲーテは、雲が動くように想像に任せることを想像形成と呼び、それ
が私たちの世界に帰属すろものであると託述しています、彼は、外的世界や内的世界とい
うように決して区別することがありませんでした彼は単に、世界と言うので十内にあ
るものは外にもあり、外にあるものは内にもあるのです　私たちはこの世界へと入り込み
生きており、世界は色のように私たちのそばにあるのです。色は事物の中に入り込んでい
ます。木や葉は緑ですが、眼それ自身が色を発見し、それが緑であることを見るのです．
このことが、いまだ失われていない自然との関連なのです、
　ゲーテはニュートンが、色を計算し、それが本来i波長であると述べたことを批判してい
ます一今日ではこの論争は筋違いのものであったとみなすことができます．ニュー一トンに
もそれなりの正当性があったからです，フッサールであれば、ニュートンは自然主義的態
度から見れ．ば正当であったかもしれないが、色は当然、単なる波長以上のものであると述
べることでしょう・これは、意識のなかへと持ち込まれねばならない関係なのです＝私た
ちはあまりにも細分化されて生きています．フッサールが記述する知識が生活世界へと流
れ込むと、技術にしろ、矢嚥にしろ、日常は更に豊かになります。このことは単に哲学的
な知識だけではなく、自然科学的な知識にも当てはまりま仁そのことの多くを私たちは
日常で見過ごしているのです．
　先日、ここにお客が来ました　彼は庭師でした　しかも植物にっいて博識であり、サッ
クスも演奏するすばらしい庭師でした．彼は夫人と一一緒にここに住んでおり、特別な教養
を身につけています，ただし大学で勉強をしたのではなく、職業訓練を受けたのです・彼
は植物については何でも知っており、どこかに行くと彼は私に直ちに植物の根について、
例えば大根について教えてくれるのです．こ二には重要な逆説があります，木には、少な
くとも三つの種類の根があり、その一っは大地の近くを平面状に伸びる根です，トウヒは
そうした根をもっており、簡単に抜くことができます，嵐が来ると、倒れてしまうのです1、
それからプラタナスのように地中深くに潜るものや、主根が深く潜るものもあります。ブ
ナやオークの木がそうです，そのためそれらは非常にゆっくりと成長し、老年でも生きつ
づけるのです　ここにもブナがあり、これはモーツアルトがまだ生きていた1756年から根
をつけているものです，これらは全く異なった根をもっているのです．ゲーテが生きてい
た時代、彼は庭獅の話にも耳を傾け、生物学者が発見するものを聞いていました、もし「お
まえはまだ、土深くに至っていない」と木に向かっていうとき、木を別様に見ていること
になります。っまり、形態は変化するのです、自然の知識とは、日常のすぐそばにあり、
そうした自然の教えが子供にうまく講義できろような状況が伴っていなければなりません、
私は生物学の学生から、私たちは動物を全く見ずに細胞だけを見ているとの悲嘆を聞いた
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　　　ことがあります　これは大きな失望でした．ユクスキュルの時代の生物学には、多くの行
　　　動研究があり、ティンベルヘンやボイテンディク、その他の研究者がそうしたことを行っ
　　　ていたのです
口］口 全体的な形態学（モルフォロギー）が問題になっているのでしkうか
ヴァノレデンフェルス　その通りですそうした研究は、生理学も当然関係してくる動物行動を出発点として、
　　　　　　　　　解剖学やその他全てを、例えばフソサールの生活世界のように動物え、また生活世界をもっ
　　　　　　　　　ということを、または部分的には生化学で『，ある生物学的な知として学んだのです。細胞
　　　　　　　　　を分析するのに、ウサギやネズミを見たことがある必要はありません
　　　　　　　　　　もし環境について語ろうとするのであれば、まず初めに理解されるべきは、知というも
　　　　　　　　　のがそう悪いものではなく、それら全てが発見だということです．つまり、それは生命の
　　　　　　　　連関を受け取るものなのです，多くの人が犬を飼っています．ドイツでは、子供よりも犬
　　　　　　　　　のほうが多いくらいです。そうなのです、人は犬と共に暮らしているのです　これも非常
　　　　　　　　　に興味深い現象です．このペットというのも、自然と文化の面白い混合なのです．彼らは
　　　　　　　　飼育され、語りかけ、私はそこに多くの差異を認めます。動物も環境の部分であると述べ
　　　　　　　　　られることもあるでしょう。動物には、磐しいほど様々な個体性の段階が存在します，レ
　　　　　　　　　ヴィ・ストロースの素晴らしい記述を思い出してください私たちは動物にいつごろから
　　　　　　　　　名前をつけるようになったのでしょう、犬は名前を与えられます。　「ドイツでは」猫はそ
　　　　　　　　　うではありません，猫は逃げ足が速く、人が話しかけることもありませんから．彼らは気
　　　　　　　　づいたら逃げています、以前私がまだ農家にいたころ、馬にも名前があり、ヴィクターと
　　　　　　　　エマという当時よくある名前でした．牛には名前がありませんでしたが、彼らも非常に個
　　　　　　　　体的でした，一頭一頭を性格に見分けることができました　よい羊飼いは、たとえ名前が
　　　　　　　　なくても彼の羊を見分けるものです　名前というのは、あるものが、あるものに個体的に
　　　　　　　　出会うことを前提しています，接触という場面です、名前を呼ぶと、犬はそれを聞きつけ
　　　　　　　　ます：t考えてみるとこれも面白い現象です，言葉を学ぶのではありませんが、語の表現を
　　　　　　　　聞き取り、それを受け入れるのです、これら全てのことが、環境に属しています一
　　　　　　　　　動物と共に生きることも同様に、文化的には非常に多彩なことでしょう「もしインドの
　　　　　　　　聖なる牛についても考慮すれば、宗教的なものにおける別の役割も見えてきます。ユダヤ
　　　　　　　　人の食生活における何を食べてよいのかという食事のルールも文化の刻印を受けています
　　　　　　　　それらは当然のように刻印されている限り、すべて生活世界に帰属するもので＋、私たち
　　　　　　　　はいつもこの交点にたどり着きます一つまりそこは純粋な自然も純粋な文化も存在しない
　　　　　　　　場所です一
　　　　　　　　　食事が純枠な自然の出来事であると言えるでしょうカ＼これは問題なのですが、私たち
　　　　　　　　は食事という現象へと近づくことができるでしょうか　H本にはいないと思いますが、ド
　　　　　　　　イツではレストランのメニューを見るのではなく、メニューのカロリーだけを見る人たち
　　　　　　　　がいます，っまり、何キロカロリーなのかだけを気にするのです，これはとても倒錯した
　　　　　　　　ことだと感じています＝食べ物を食べるのではなく、栄養を摂取するのです．これでは、
　　　　　　　　点滴のように管を通して何かを取り入れる人工的なものになってしまいます，これは完全
　　　　　　　　な貧困化のひとつです。そこでは、以下の機能的な考察が完全に抜け落ちているのですtt
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つまり私たちは、生きるために食物が必要なのであり、無機的なものを有機的なものに変
換しなければならないということです　さ1、なければ生きていく二とはできません　ただ
しそれだけでは、機械の燃料のようなものになってしまいます　食文化には、人がどのよ
うにして食べろのかが関係しています、席に着く机があるのか、皿やフォーク、箸、その
他何を必要とするのかといったことでt・さらには様々な食事の技法も存在し圭す、これ
ら全てが食文化に属しており、だから二そそれは、多かれ少なかれ一っの社交場なのです
これら全てが食べることと飲むことの本質を表していますたとえこれらのことを方法的
に度外視するにしても、生活世界の方向性とは、こうした枠組みとして現に共にあること
を意味しています
　このことは、医者が動かなくなった機械ではなく、病人を目の前にしていろのだという
ことを心にいつ走，留めておくことと同様です．同様なことは全ての領域に当ては主ります．
例えば医療では、回復は、会話によって始まりまず　ある患者が「ここが痛い」と述べた
とします、これはまだ医学的な命題ではなく、痛みの境界をまさに示しています、そして、
それを手がかりに医者は医療の領域へと踏み込むのですc，しかし二こでまた切り離しが起
こります一っまり、機械が設備された空間へと患者は入れられ、そこで対象物のように扱
われるのです．ただしここには、様々な態度が相互に重なるようにして存在していkす、
山口 生活世界の環境意識の違いに関して、私たちはイタリアで非常に興味深い違いを経験し
ました．イタリアではゴミとの関わりかたが非常になおざりで、いたるところにゴミがあ
りましたでもドイツはとても清潔で、整然としているように見えますが
ヴァルデンフェルス　いえいえ、以前はよかったのですが、今はそうでもありません，昔はミュンヘンの英国
　　　　　　　　　式庭園に紙やゴミが捨てられることはほとんどなかったのですしかし今では週末の度に、
　　　　　　　　　芝が掃除されねばなりません　ですので、ドイツ人も変わってしまったのです．庭という
　　　　　　　　　ものに対して、なぜ人はそのように振舞うのでしょうか，これも興映深い現象です＝t，し
　　　　　　　　　そこに自分が住んでいたとしたら、「新間を読み終えたから、そこに捨ててしまおう」と
　　　　　　　　　は誰も考えないでしょう、そうではなく、ゴミ箱に捨てるはずです　しかし、英国式庭園
　　　　　　　　　は自分のものではありません．ここで私的なものが問題になります．それは私の庭ではな
　　　　　　　　　いから、ゴミを捨ててもよいような意識になってしまうのです．以前は、この公園は「私
　　　　　　　　　たちの」英国式庭園であり、共同で使用するものであるという気持ちがありました・私た
　　　　　　　　　ちはその公園をそのように使用していたのです，これもすでにひとつの差異を現していま
　　　　　　　　　す，
　　　　　　　　　　残念ながらイタリアでもそうだし、ゴミに関するナポリの問題はもはや致’命的です　こ
　　　　　　　　　れは、自然とかかわるさいの節度のない軽率さです，イタリアは、素晴らしく、共感に溢
　　　　　　　　　れた国のひとつです。しかしいくつかの点で酷い状況である二とは否めません　もし砂浜
　　　　　　　　　にでも行けば、そこでは全てのものが投げ捨てられています，
山口 確かにそうですね．
ヴァルデンフユルス そして、動物とのかかわり方もそう良くはありません．動物の扱いは北へ行くほど良く
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　　　なります　もし私が動物になったとすれば、ヨーロソバ内では、可能な限りここからそう
　　　遠くない場所で、しかも北の中欧へと行くでしょう。動物たちへの親しみやすきにも違い
　　　があり、このことも環境意識に基づく差異なのです一ヨーVッハにおいてでさえ文化的な
　　　違いがありま寸。庭に関する二とですが、ニューヨークで暮らしていたとき、セントラル
　　　パークに…年に一回か二回、たくさんの人が、特に若い人たちが集まり、ゴミを集めてい
　　　ましだ、、二の企画はボランティアで行われていました　これもまたアメリカ的です，まる
　　　で寄付のkうです、必要があってすることではないのです　公務員でもないのに、学生や
　　　他の人たちが自発的に行うのです　　「これは私たちの公園だ」と言っていました，これは
　　　確かに正しいのです　しかもだからこそ興味深いのは、自然がどんなに離れているにして
　　　も私たちに属しているということなのです一
　　　　私にとって所有物というのは、非常に抽象的な事柄に思えます．正しい意味で所有する
　　　ことなどできません＝そこにある森は、私のものではありません。しかし他方、なぜそれ
　　　を自分に帰属させようとするのかも、本当のところは分かりませんt／森を散歩していて、
　　　邪魔されることはありません。ですので、誰に会うこともなく何時問も歩き続けることが
　　　できます、その場合確かに、森が私のものであるような気がするときもあります。しかし、
　　　森に入る森林管理者とは違います．
　　　　環境は、多くの様々な領域に関係しています．身体や食べること、飲むこと、そしてエ
　　　レメント、街の公園における自然、風や気候というようにです，そして、現象学に留まる
　　　のであれば、私にとって重要だと思われるのはやはり、そこから出発するところの「生き
　　　た身体」ということになります，私たちはそこでは、極めて密接にひとつになっているた
　　　め、純粋な意識から出発するということではないのです，私はどこかへ行くことについて
　　　知って（意識して）いますが、しかし、私が進むのではありません．ここにはいつも分裂
　　　があります，つまり、身体が進み、私はその二とを知るのです．人間の振る舞いを仮定し、
　　　それを明確に表現すると、行為ということになります、
　　　　私はこの行為という概念を、ある限定のもとでのみ用いています＝「今、私は行為した」
　　　というだけでは意味がありません，私は何を行ったのでしょう加私は家から出て、戸を
　　　閉め、電話を使ったのでナ　ここには、私が遂行した多くの運動の集積があります，そし
　　　てこれら運動が行為として解釈されるのです、というのも、もし私が受話器を取ったのだ
　　　とすれば、それは私が誰かとコンタクトを取りたかったからなのです．そこには電話での
　　　会話や受け手が存在していますが、そのさい一定の運動が行為として解釈されることにな
　　　ります，このことはそれほど自明ではありません．例えば、私が散歩に行くとき、私は行
　　　為しているのでしょうか？これは難しい問いです！私は出かけることもできるし、むしろ
　　　こ二に残ることもできるでしょう。ここに、下すことのできる決定というものが存在して
　　　います散歩に行くように泳ぎに行くこともできます。では水泳はひとつの行為なのでし
　　　ょうか，水泳も非常に不思議な事象です水泳についてのヴァレリーのエッセイがありま
　　　す．水の中で人は動きます一これは単に健康のためだけではなく、誰もが知っているよう
　　　に、水によって運ばれるのです。ここに抵抗というものが見出されます一そうでなければ、
　　　運ばれることはありません．，海のようなところには波も存在します。気温の問題も考慮す
　　　る必要があります。適応しなければならないからです，私たちがよく行くところに、とて
　　　も冷たい小川がありますそこでは、中に入る前に非常に大きな英断を下さなければなり
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ませんそれはサウナにおいても同様です，水風呂に入ってまた外に出るようなもので寸、
泳ぎに行くことにかかわるこれら全てのことは複雑なものなのです，
　行為という亡，のは、根本的にいえば、決意することであり、　［この水は冷たい　中に入
るべきか、やめるべきか」と考えてから、水中へと入ることなのです＝このように決意が
関係するものが行為と呼ばれる一方で、私が参与する運動も存在します、参与してはいま
すが、持続的な行為主体としてではなく、自分の手には負えない何者かとして運動する場
合もあります．フッサールが言うように、行為は、それを実行することで演出されるので
す．人は参加させられ、行為を操るのです。どの道を選ぶかという決断を下寸ことは、本
来、人問的な振る舞いであり、そ二において多かれ少なかれ人は参与させられ、多かれ少
なかれ自覚するので十そして、ある行為を選択するとき、実在的で因果的なプロセスが
常に生起します　これは奇跡ではなく、単に「じゃあ、行って来る」というように述べれ
ばよいだけで、それによって私の筋肉の筋が引き伸ばされるのです、筋の運動について私
は何も考えてはいませんが、筋肉が同時に一緒に動くのです。もしそうならない場合、非
常に奇妙なことが起こるでしょう．そのとき私は行為を、線描画のように一つ一つ細かく
産み出すことになるでしょう，食事においてもそうです．消化というフロセスもある役割
を演じてはいるのですが、それが目立つのは、そのプロセスが妨げられたときだけでず
また例えば、歩くのに疲れたときにだけ、自分に足があることに突然気づくのです，あら
かじめ足は一緒に動いていたにもかかわらずですこうしたことが、具体的な振る舞いの
内実を形成していまt
　そして、環境というものも、事物や木々、人間やリンゴ、猫が詰められているようなデ
カルト的なコンテナではないのです，それはコンテナなどではなく、人がそのなかを動く
ことで成立する空間であり、特定の空間方位をもつものなのです，これまで哲学的に考え
られてこなかった道が存在しています。常にすでにメタファーとして考えられる黄金の道
がありますtしかし、そもそも道は事物ではありません。それは人が進むためのものです
道は切り拓力れるのです。この黒い森でも道は木々に覆われていきます．三年も経てば、
道は消えてしまうのです、そこでは誰も何も盗みませんし、自然が自らを取り戻すだけで
す、したがって、すでに道や道の方向性といったものすべてが、風景を形成しています。
周囲空間というのはこのように成立しています。そして、進むことによって、そこに距離
が生じます．徒歩で行くのであれば、いずれ再び戻って来ることになります．この距離と
は、どのようなものなのでしょう加これこそが、本来的に具体的な環境を形成するもの
です。そこには一切の可能な測量が存在しています，それは介入してくるものであり、そ
れに対して私は身を守ることもあります。まるで身体を大きなおもちゃのように、計測し、
新たに発見するものも沢山あります，それらは、誰かが数1直を用いることで、測量する悪
魔がいるのではないかと考えてしまうほどに、私たちの身体のうちに刻印されるのです・
　測量は、必ずしも悪いものだけではありません。歩幅や、時間リズムをもち、計測可能
な眼球運動といったものも存在します，測量可能な要素の集合というものが関与している
のです．この領野を例として取り上げるとすれば、私の父は国土測量士でした　この測量
士というのは古い言葉です，カフカの作品に測量士という興味深い物語がありまt．地図
製作法という分野があるのです．いつ始まったのかは知りませんが．，．・どの都市にも地図
が、その街を特徴づけるものとして存在しています　重要なのは、それが私有地だからで
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す・この所有はどこで終わり、どこに所有のない場所があるのか，誰かが土地を売ると、
この境界が改められねばなりません＝私の父は、エッセンという街の地図をいっも所持し
ており、新たな境界が引かれたときに改めて測量を行なわねばなりませんでした　父はい
っもトランシット（経緯儀）と三角法の機器を持ち歩いていました、彼には助手もついて
おり、距離と角度を測量ナる必要があったのです．これが数学的な製図への変換で1・一、そ
こにはどんな隙間毛，ありません．原罪は突然起こるものではありませんが、人は突然測量
し始めるのです、私は、地図へと情的な好みをもつようになりました＝父がいっも送って
くれたフレゼントが、街の地図だったからです．ただこれは、旅行案内所に行けばいつで
も無料て手に入れられろものです　ミュンヘンとザルツブルクの全ての地図ももってい主
したが、今はぼろぼろになってしまいました　これが地図というものであり、これもまた
測量なのです、したがって、地図製作法や尺度は選択されねばならず、世界地図はまず始
めにアーチ上に作られ、それから地球儀になっていったのです＝
　これが空間の測量という二とです、そしてここに、具体的な環境にはもはや依存してい
ない自然の要素が入り込んできます、様々な動物の環境が比較されたりもします，そうし
た動物はそれぞれの活動範囲をもつからです詳しくは分かりませんが、例えばハエの活
動範囲は、どのくらいの高度まで達するのでしょうか。ただハエも一定の活動範囲をもっ
ているはずですr，ネコには別の行i鱗ζ囲がありま仁これも特定の制限をもっており、当
然人はそれを測量することができます。そしてここに自然科学が入り込みます　まず初め
は記述することによってです。つまり、典型的な植物や動物の行動はどのようにして記述
されるのか、そしてその測量範囲は脳の計測にまで及ぶのかというように展開していきま
す，
　しかしこれは、生きられた世界との実在的一一因果的世界の絶対的な断裂ではありません
持続的な重なりというものがあるのです，そして、一方には単に因果的な自然へと近づく
境界例があり、他方では、プラトンが述べるコオロギのように［食事を忘れて歌いつくし、
コオロギになったというソクラテスの語る話］、自然を完全に忘却する境界例も存在しま
す．これもまた自然と文化なのです，ハイドロスで現れるセミは、いつも昼に鳴きます
彼は、なぜセミは今鳴くのかという神話を説明していますセミは、私には、あまりにも
うるさく聞こえます、ギリシアでは、ここよりももっとうるさかったようです　まったく
同じとはいえないのです、セミたちは、食事や歌や音楽と同様にアポロンを愛しましたが、
あまりに彼を愛しすぎて、食事も飲むことも忘れてしまいました．その報いとして彼らは
死ぬことができなくなったのです一これは、生物学が歌や音楽へと変転し、飲食が消滅す
る昇華の現象を意味しています。極端なものではありますが，．．また極端な例として、「硬
いバンを食べる［つらい職業をする］」という言い方を挙げることができます　これは極
端な例の一つであり、間文化的に取り組むことのできる課題です．私たちは、毎日のハン
といいますが、これも全ての文化にとって等しいものではありませんt／
　改めて、ゴミを投げ捨てるイタリア人との差異にっいて伺います＝あなたはこれ圭でイ
タリアからの学生、もしくは知人に、どのようなときにそのような行動をするのか、それ
についての意識が全くないのかと直接尋ねたことはありますか？
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ヴァルデンフェルス　私のイタリア人の友人は、そのようなことをしない人たちでした，彼らはゴミを捨てた
　　　　　　　　　りしません。聞くこともできたか毛，しれませんが、これまでそう尋ねたことはありません、
　　　　　　　　　彼らは教養のある人たちでしたので、そう安易にゴミを捨てたりはしません．でも、尋ね
　　　　　　　　　ていたら興味深かったかもしれません
山口 　イタリア人自身にそれほど強い盲識がないので、道徳的良心に響かせるのは難U．・のか
もしれません，その行為や振ろ舞いを、つまり単純に投げ捨てるという行為に気づくかど
うかは日常ではほとんど無意識に行われているために、イタリア人にとってはほとんど自
明なことなのかt、しれません．それで決して自分の意識にヒることがないのでし＃う、し
かし、最後には、ゴミ問題が浮上して、ドイツがミラノのゴミを買い上げなければならな
くなってしまっています．
ヴァルデンフェルス　　．，．そして、ハンブルクへと移送させるr私は非常に興味深い、イタリア人の本を読みま
　　　　　　　　　した。それは、「カモップ」という組織に関するもので、彼らはナポリでゴミの管理も行
　　　　　　　　　うマフィアなのです。その著者は、最後には危険にさらされていたので、ナポリではボデ
　　　　　　　　　ィガードをつけなければなりませんでした／．／彼はまた、全てのマフィアにかかわる人々を
　　　　　　　　　名指しで述べていました，私も何度かナポリに滞在したことがありますが、そこの人々は
　　　　　　　　　誰もが、非常に共感をもてる人たちでした．しかし、こうしたことがどのように成立した
　　　　　　　　　のか．これは、あなたのおっしゃるように、哲学的な問いになろかもしれません．tその著
　　　　　　　　　者も少し哲学的でしたが、ジャーナリストでした　まず初めに当然のことながら、人がそ
　　　　　　　　　こで何をするのかが意識化される必要があります，そこに哲学者が入り込む余地が生まれ
　　　　　　　　　ます．例えば、英国式庭園が私たち、ミュンヘン市民に帰属するということは何を意味し
　　　　　　　　　ているのでしょうか，もし私たちが英国式庭園へ行き、ゴミを投げ捨てると寸れば、一体
　　　　　　　　　誰がミュンヘン市民と言えるのでしょうか　このように問うと、私たちはそ～．そもその特
　　　　　　　　　定の一っの街で暮しているのではなく、ただ、今まさにそこにいる地面の…部分で生きて
　　　　　　　　　いるに過ぎないことになります。そしてただ四方を壁に囲まれた家にいるときだけ、人は
　　　　　　　　　落ち着き、自分自身の元にあると感じるので十．もし、それが当てはまるとすると、人は
　　　　　　　　　特定の街、ミュンヘンで暮していると意識することはないでしょテ、イタリアのひとつの
　　　　　　　　　街でも、住民はその街の住民であるという意識をもって生きています，．他の街とは別だと
　　　　　　　　　いう意識をもちながらの生きているのです、考えてみればそんなに難しいことではないと
　　　　　　　　　思えるのに、あまりにも思慮のなさということがみられるのです．
　　　　　　　　　　もうひとつ気づいたことがあります．tそれを私は日常のモラルと呼んでいます、つい最
　　　　　　　　　近、ウィーンでアルフレッド・シュッツについて話す機会がありましたttシュッツについ
　　　　　　　　　ては、もはや新しいものはあまりないと考えていましたので、日常のモラルについて話す
　　　　　　　　　ことにしました、このこと自体が、日常のモラノレに属することですt．一般的には、あなた
　　　　　　　　　は盗みをしないが、あなたはゴミを投げ捨てるとします．このことは特別に重要な事柄で
　　　　　　　　　はありません．それがそんなに悪いことではないのは、大きな問題が生まれないからです。
　　　　　　　　　しかし、根本的に日常のモラルは、自分自身の境界がどの範囲まで及ぶのかという問いか
　　　　　　　　　ら始まります，，この日常のモラルは非常に興味深いものです。
　　　　　　　　　統計学もそうです、息子や孫に話しても信じてもらえない話がありまd’，，私は学生だっ
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　　　たころ、B転車をもっていました、当時自転車は、高価なものでした　そのため、手に入
　　　れるのに一年か二年かお金をためる必要がありました，とても大変でしたが、幸運も手伝
　　　ってどうにか手に入れることができました　青い自転車です、いつも町にあろ学校へ自転
　　　車で通いました，でも自転車の鍵はもっておらず、いつも立てかけておくだけでした一し
　　　かし、決して盗まれることはありませんでした、後になってそのことを人に言うと、「ば
　　　っかじゃないの」と言われました一しかし、六年間か七年間それを続けた後に考えたので
　　　すが、今は自転車が盗まれるようになったのだとしたら、当時私は自転車を非常に気楽に
　　　所有していたことになります鍵がなかったのですから，しかし、ミュンヘンで学生だっ
　　　た頃に、私の自転車は盗まれました＝同じように立てかけていただけだったので、盗まれ
　　　たのです　今では、鍵をつけずに道に自転車を置くようなことはしません、私の息子は、
　　　自転車を倉庫に入れておいたのですが、倉庫から盗まれてしまいました．完全に変わって
　　　しまったのです’（日常のモラルや盗みには気をつけねばなりません．これは統計学的事実
　　　なのです．統計学とは、どれくらいの頻度でそれが起こりうるかを意味していますtいつ
　　　も、どこかで、誰かが、何かを盗んでいるということ自体、興味深いことではありません
　　　が、それが比較的頻繁に起こるようになると、自転車を道においてはいけませんというよ
　　　うな規律が生まれます．／そうして、所有関係が変化するのです．これは非常に困難な事1青
　　　を含んでいます，カントのような道徳哲学を読み直して済む問題ではありません，という
　　　のも、そうした哲学は単に、「盗んではいけなV　・．なぜならそれが普遍化されたら大変で
　　　すから］と述べるだけです、確かにそうなのですが、しかし、自転車を盗む人は、なにも
　　　それを普遍化しようなどとは思っていません。もし、普遍化するとすれば、その盗んだ人
　　　は「私の自転車も盗んだらどうだ」というはずですが、そんなことを言うはずもありませ
　　　ん．
　　　　どこに問題があるのでしょうか、実は、これが日常のモラルであり、そこに生活環境が
　　　成、1ξしていますそれは、こσ）国でも街によって異なっています．ここも、私たちが来た
　　　と二うとは異なっているのです　ここでは、郵便配圭人を誰もが知っており、挨拶も交わ
　　　します，私の妻は、彼にチョコレートをあげたりもします、ここでは人々とのプライベー
　　　トな関係が、都会の暮らしとは違うのです　私は都会の暮らしが好きです，いろいろな街
　　　を歩くのが好きなのです　日本でもそうでした＝できる限り、歩いて回ろようにしていま
　　　す一これも興味深い現象です、以前は、共有財産ということを言っていたものです　しか
　　　し、これは形式的な意味のものではありません，以前、農民は広大な牧草地をもっており、
　　　全ての牛がそこで放牧されていました。これが共同区画（Gemeinde）だったので1．全ての
　　　人に帰属していた共同牧草地だったのでず．それは、使用を通じて与えられました。街は
　　　こうした意味での共有財産ではありません　というのも私有地の集積になり、一部分だけ
　　　が街に属しているからです．にもかかわらず、人は街で暮らしています，街で暮らすとは、
　　　一体何を意味しているのでしょうか．どのようにして人は街で暮らすのでしょうかこの
　　　問いにはまた、空間における方位づけがどのようにして起こり、街がどのように関心づけ
　　　られ、変遷するのかという問いも属しています．これらはすべて具体的な環境です、街は
　　　ひとつの興味深い現象です、ヴァルター・ベンヤミンは風景ではなく、街景について語っ
　　　ています。街は、人々が行き来するひとつの風景のようなものです、人々は本来、英国式
　　　庭園も含めて街を大切にする意識を作り上げる必要があります。大切なものとして扱う必
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要があるのです．自然の搾取にっいて述べた『資本論』のカール・マルクスでさえ、自然
は善良な家主のように有、たちに与えられると記しています．私たちは自然を返さなければ
なりません　彼はそもそも宗教的ではなかったにもかかわらず、そのように記述してい主
す．しかも、利用という純粋に資本主義的な意味ではなく、自然とは、そこへと人が入り
込み、次の世代につなげていくものであると述べているのです，そうした感情を人は発展
させるべきであり、それは世代と共に育っていくものなのです
山口 私たちのフロジェクト関連で、他に質問すべきことはありますか？
稲垣 日本人の芸術家であり、建築家である荒川修作氏についてはご存知てすか
ヴァルテンフェルス　　知っています一
稲垣 　日本とアメリカで彼は、とても奇妙な建築物を建てました、そこに住むと人は死ななく
なり、天命は反転されるというものです、それをご覧になったことはありまナパ
ヴァルデンフェルス　　それはみたことがありませんが、一緒に生活しているマドリンについても知っています．
　　　　　　　　　私は彼らのニューヨークのアトリエを訪れたことがあります，日本では、鷲田氏と一緒に、
　　　　　　　　　名古屋にある「バランスの外」という彼らが制作したものを見ました。問題なのは、彼ら
　　　　　　　　　が述べている「私は死なない」といった類のことです．私が彼と議論をしようと試みたの
　　　　　　　　　は、彼らがそもそも何を考えているのか理解しかねたからです。どうも神秘的な感じがし
　　　　　　　　　たのです，リオタールも彼と知り合い、一度論争に発展しましk，．それについての小さな
　　　　　　　　　小論もありまナ、それ以来、何も行われていません。できなかったのです、死というもの
　　　　　　　　　は人間に帰属すべきものです　ですので、そうした想像力にあふれた建築を、程、もうまく
　　　　　　　　　理解できないので市それはどのようなものなのですか、街なのですか？
稲垣 　彼は、私たちの感覚や知覚の能力を改変し、覚醒させることを目指していkす、身体や
身体牲といったものは通常、意識を通して制御されたり、計画づけられたりする二とばあ
りません、にもかかわらず、どこかで制御可能なものとして理解されてしまっています．
しかし、身体性の意識はすでにあらかじめ私たちと独立に環境もしくは生活世界と相互作
用しています、身体のこの特質に葡1低は焦点を当てて、活性化しようとしているのです．
ヴァルデンフェルス　　先に言われたその新しい家はどこにあるのですか？
山口 東京です。
ヴァルデンフェルス 　東京ですか。それは新しいものですね、私が知っているのは写真集のようなものだけで、
それ以外は確か．．．．そういえば、確か日本の住居のものがありましたr．移動する壁や、の
ぞき見る景色、窓からの眺望が組み込まれたものが，鷲田氏は、彼が何を考えていて、何
が問題になっているのかを説明してくれました，私たちの感覚能力や身体牲全体の改変や
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　　　拡張について．そうした理念が展開されていたのですね人間の不死｝生．．しかしそれは
　　　私にはやはり少し行きすぎに感じます．内容豊かな身体能力、いまだ無意識的な毛、のも含
　　　めてそうした能力を目覚めさせ、展開させるという根本理念自身は、私もよく理解でき土
　　　す　しかし、不死1生となるど，．、、やはりそこまでは考えられません、彼がそうした建築物
　　　で何を考えているのかまではよく理解できません　おそらく名古屋のどこかの市に建てら
　　　れたもの（訳注：志段味循環型モデル住宅）と似ているのでしkう＝
　　　　私がミュンヘンで最初に行った講義をあなたは聞きましたか？聞いていませんかその
　　　ころはまだあなたはいなかったのですね，それは私が行った身体性と空間性に閑する本当
　　　に最初の講義でした，講義は、ヴァレリーによって幕を閉じ1寸．とても素晴らしい文章
　　　があるのですその文章とは、　「ヘラクレスがツバメに変身する，そんな神話は存在する
　　　のでしょうか？」というものです．これはとても美しいものです一ヘラクレスは、激しく
　　　厳しいものであり、困難な仕事を行い、そしてツバメは非常に軽快なものです、この文章
　　　から私が気づき、受け入れたこととは、場所と空間と身体が融合するということです、誰
　　　しも自分の身体を発見すると同時に、その場所も発見します．．凹凸の地面というのをイメ
　　　ージしてください．まっすぐ進むことはできず、道を進むには落ち着いて進む必要があり
　　　ます一ここで人は、気をっけて進まないと転んでしまうということを発見します・そして
　　　もし突然、光が突き抜ける穴が現れるとします．すると下をのぞき込むことができるよう
　　　になります。もしくは壁に突き当たるまで進むかもしれません、不意にいくつもの机が外
　　　に並んでいます．ある空間の内部にいたのに、いったい今は内にいるのか外にいるのかが
　　　分からなくなります、というのも、椅子が壁にもたせかけられているのに、それは外だか
　　　らです．もしくは、とても小さな壁に囲まれた通路があります、それは最終地点に進むに
　　　つれて、挟まれるように狭くなるような通路です．ここで人は、普通であれば誰も制作し
　　　ないような社会的ものに接触することになります　これは、内部と外部が変換し、驚嘆せ
　　　ざるをえない不安定性の試みです．何が正しい視点の変換なのか、家具とは何か、何が動
　　　産で、何が不動産なのかr私は、このイメージの試みを、身体と空間の文化、もしくは場
　　　所文化と呼んでいます，というのも、人は博物館のようにそこへと入り込むのではなく、
　　　それを通過せねばならないからです
　　　　現代芸術の中には、こうした方向性を共有するものが幾っもあります．インスタレーシ
　　　ョンとゆう空間設定もそうです．それは通過されねばなりません　もしくは、変化する風
　　　景というランドアートや芸術的な街設計も存在していますtパリのパレロワイヤルのエン
　　　トランスもそうです．様々な高さの鉄製の柱が地面に埋め込まれ、その間のガラスを通し
　　　て人は下を眺めることができます．そしてそこから水が流れてくるのです、このバリの古
　　　典的建築であったバレロワイヤルのエントランスは、突然生き生きしたものに変化しまし
　　　た　それは単純な形なのですが、先の話と似たような考え方があります．つまり、空間が
　　　変化し、そこに入り込むと驚きが生まれ、再びそれを覗き込むといったことが起こるので
　　　す　私たちはいつも、感性一知覚、美学といったものにっいて語ります　それは芸術に関
　　　係しており、ひとつになって展開するものです、知覚は芸術作品において相互に条件づけ
　　　られるのです．
　　　　私が日本で感じるのもそうしたもののひとつです．っまり、ヨーロッパ文化からは推測
　　　しえない空間の分割が日本の家屋などでは見られるからです、このことはいつも私に素晴
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らしい印象を与えますt．それは、全く特殊なことで、非常に幾何学的であると同時に、仮
象でもあります。庭で滴が落ちる音を聞くこともそうです、このことは全く特殊な仕方で
はありますが、バウムガルテンとカントに由来する偉大な美学（感性論）でもあるのです
彼らにはどのように見えたでしkうか当時は既にフランス庭園はあったのですが、カン
トがそれを見ていれば何を記述したでしょうか　英国式庭園が導入されたのは更に後にな
ってからなのです　英国式庭園は、人がそれほど介入していない自然庭園で〉仁それに対
して、フランス庭園は幾何学的であり、すべて切りそろえられています　しかし、日本の
［莚園芸術は、いずれのものとも異なっています．私は自分の著作の『薄明における秩序
（Ordnung　ini　Zwielicht）』の中てその三つの庭について論じています＝庭園芸術は重要な役割
を演じており、カントであればそれについてどのように記述したかを問題にしています
彼は、単に観察者のように記述したことでしょう一それが私には興味深いのです．t彼は決
して庭を通過することがないのです　それゆえ、規則正しい庭だけが問題になりまナ　し
かし、し、し散歩をすれば分かるように、パースペクティブが変化し、茂みや藪が変化しま
す一突然、宮殿が目に入り、そして消散します，それは、人が通り抜けることによって成
立する空間音楽なのです．
　カントにとってはこうしたことが完全に抜け落ちています。彼は、芸術にかかわる誰も
がそうであるように、足も手ももたず、ただHと精神だけをもつことが許されていろので
す一耳も音楽S望まれるものではありません．というのもそうした感官は、感情と強く協
働してしまうからです　知的な視覚的芸術こそがヨーロッパでした　それは古典的美学で
あり、ヘーゲルのもとですでに変化したものだ・ったのです．それによって、より開放的に
なり、多くのことがそれ以降試みられることになります＝しかし、このこと自体はあまり
自明なことではないのです、庭園というのは、単純に芸術ではなかったのです．そうでは
なく手工業だした．庭園芸術とは、家具製造や建具屋のようなものだったのです．建築家
というのも私たちの歴史にとっては非常に興映深いものです　そのこkを私は建築家から
学びました．一体建築とは何なのでしょうか？それは、空間芸術です、今日では、そうし
たことをそれほど考えなくとも述べられるようになりました　それは、色や音にかかわる
のではなく、空間、っまり内的空間と外的空間や高さなどにかかわる芸術です．それが本
当の芸術であるという建築理解は80年代くらいから出てきました、名前がうまく思い出せ
ませんが、スマーツォフ（Smazoff）という名前だったと思います＝彼はドレスデンの建築
家でした．彼によれば、以前は美しいファサードは芸術に属すものであり、そのため壁に
絵が描かれる必要がありました．人はそれを見るのですt’その他の部分は手工業でLた
建築家とは、何かを制作する家具職人のようなものであり、徐々に私たちが現在学んでき
たもの、つまり空間を創り出し、そこで暮らす人を変化させるといったことを組み込むこ
とになったのです，
　空間が存在することによってそこで暮らす人々が変化するということは、荒川さんが望
んでいることでもあります一その空間を動き、自分自身を別様なものとして発見すること
で、自らが変化するのです，ここ最近の何十年かで、私たちは多くのことを学びました、
この身体理論全体は、感覚が何かを発見するといった意味を背景から見出したのでずた
だし、多くのことが今日でもまだデカルト的です．ヨーロッパでは言うまでもありません，
絶対的なデカルト主義なのです，その限りで受け入れねばならないものが残っています＝
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そのことが、自然的環境を創造するような芸術的な側面だとよいのですが，，．そうした意
識が確かに存在し、それがグローバル化も産み出したのです，技術的一情報理論的なグロ
ーバル化の全体です、フランクフノレトから東京へとニュースはどのくらいの速さで届くの
でしょうか．飛行機で東京までどのくらいの時間がかかるでしょうか、東京の証券市場は
どうなっているのでしltうか・これら全てがグローバル化の出来事です＝ニューヨークで
生じたことは、東京で生じることを変化させるのです
山口 石油価格、株式もそうです紅
ヴァルデンフェルス　そうです、そうしたこと全てです．グローバル化というのはひとつの構築のようなもの
　　　　　　　　　です、それは要素機械論でもあり、情報理論的には、ひとつの世界で人々が暮らしている
　　　　　　　　　という「地球（Globus）」で起こる経過全体のことが考えられていますrしかし、人々はただ
　　　　　　　　　継続的に情報を交換しているだけであり、ある場所にいるだけであって、ひとつの世界に
　　　　　　　　　住んではいませんt．しかも「我が家」のようにひとっの世界で暮らすことはできないので
　　　　　　　　　す、地球で暮らすというのは、ある街や士地で暮らすようなものではないのです、問文化
　　　　　　　　性や間地域性、空間の結合といった問題があります。ある場所へと旅行し、そこから戻っ
　　　　　　　　　てくると、またフランクフルトや黒い森（シュヴァノレツヴァルト）に帰ってきていま古
　　　　　　　　　あなたも東京だけではないですよね人は、ここにあって、その他のところには存在しな
　　　　　　　　　い建築物のようなものではありません、この点は、以前は存在しなかったグP一バル化の
　　　　　　　　　良いアスヘクトです．もはや人は、以前の農民のように土着のものとして理念化されては
　　　　　　　　　いけません、当時彼らはその人生で、およそ20キロメートルの筆囲から外に出ることはあ
　　　　　　　　　りませんでした．そこで結婚した女性も、完全にその中にとどまっていたので十そして
　　　　　　　　彼らはそれほど創造力が豊かでもありませんでした，20キロの範囲で創造力豊かに生きる
　　　　　　　　　ことは一つの偉大な芸術のkうにも思えます、その場合、仏教の僧のようにならねばなら
　　　　　　　　　ないからです＝しかし大半はそうではありませんでした彼らには知恵がなかったのです。
　　　　　　　　マルクスはそのことを、　「田舎暮らしの白痴」と呼んでいます．この白痴とは文字通り、
　　　　　　　　固有さ（目分だけのもの）であり、我有化を意味します、つまり、自分のことだけを考え
　　　　　　　　　るように制限されていたのです・それはとても理想的とは思えません
　　　　　　　　　他方で別の理想的なものとして、人がどこにいようといつでも家にいるように感じられ
　　　　　　　　　ることが挙げられます．グローバル化とはそのことに他なりません，私は、東京にいよう
　　　　　　　　　とフランクフルトにいようと、いっでも同じインターネットのアドレスをもち、通貨も両
　　　　　　　　替できます＝物理学が同じため、運行時刻表もどこでも同じです．つまり、いつでも私は
　　　　　　　　　自分の家にいるかのように行動できるのです。こうしたことは、ある種の貧困に他なりま
　　　　　　　　せん。このままではまずいのです，グm一バル化や換算可能性は、確かに悪いものではな
　　　　　　　　いかもしれませんt／しかし私たちは本来、「唯一の世界」、っまり「ひとつの地球」に生
　　　　　　　　きることはできないのです、ここで言われている世界は、生活世界にはなりえません，生
　　　　　　　　1甜界は空間的にも、時間的にも制限されているものです。しかも人生の年齢もあるそ賠II
　　　　　　　　を演じます，そうでなければ、あまりにも人生を「高く見積もる」ことになります．統計
　　　　　　　　的に30年後になにがあるかを予測することができます，しかし私は、自分の人生を統計的
　　　　　　　　に単純に予測することはできません．それゆえ、空間も時間も制眼されているのです、
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　ただしグローバル化がよい意味でもたらすものとは、政治的な重なり合いであり、意見
の一致でもあります＝それがよいことだと思えるのは、独裁者がある国を閉鎖するような
ことが起こるからですL，中国人はいまでも自分の国をより閉鎖的にしようとしてい主ナ
これは良くありません＝インターネットがあるため、いまや壁を作ろうとしてもうまく行
かないので仁そうした障壁は克服されることでしょう，私は、1968年にプラハにr・iシア
人が進駐してきたときのことをよく覚えてい圭す街にはテレビの報亘カメラマンがいて、
直ちにその模様を見ることができました、困難な問題だったのは、その当事の誰もがその
ときの名声や地位を固持しようとしたことでした　以前は金ての二とが隔絶されていたた
め、誰も外から介入したり、それを見たりすることができませんでした　したが・）て、二
うした変化は良い影響をもたらしました：／支配者は、以前のように好き勝手に自分の国を
支配することはできません一そしてこのことは、情報の互換性を前提にしており、そこに
責任をともなう事柄への影響関係が生まれるのです。
　しかしこのことは当然ながら、改めて別の特殊な問いとして現れます一今私は、空間に
関する著書を執筆しています．それは、『場所と時間のズレ』というものです，タイムラ
グとスヘースラグとも言えるかもしれません・出発点は、場所と空間は区別されるという
ことにあります。これら両概念は一意的ではありません，私が理解しているのは、場所と
は、自分自身を見出すところのことであり、それは部屋の中、町の中、風景や愛において
も当てはまります，それに対して空間とは、そこへと人が秩序づけられて組み込まれると
ころ、もしくは組み込まれうるところを意味します，あなたたちは今、ここバイアースブ
ロンにいます、そしてあなたは、地図を見て、ここが地図上のどれくらい左で、どれくら
い右に位置しているかを述べることができます、これが空間というものですr地図製作的
でもありまポデータさえあれば地理的な情報となるのです、私が単に「ここ」と言う
だけでは、どこに私がいるのかを知るのには役に立ちません，しかし、私が「バイアース
ブロン」と言えば、フランクフルトにいる人でも私がどこにいるのかを理解しま十．私が
バイアースブnンにいるということは、すなわち、私が空間の中にいるということなので
す，　「空間のどこにいるのか」という問いには、一一定の位置が答えられるのです．この場
所と空間の緊張を解消することはできません．人は誰でも、世界空問のどこかの「ここ」
にいますが、空間は、一般化不可能なさまざまな場所から切り離されてしまうので＋、東
京から出発する場合、フランクフルトやニューヨークから出発する場合とは異なろ地球が
存在します．ひとっの世界ということから見れば確かに交差しているのですが、それでも
さまざまな接近や到達の仕方が存在するのです．
山口 空間的ズレと時間的ズレという主題とはどのようにかかわるのですかr
ヴァルデンフェルス　そのズレというのは、私がここにいるにもかかわらず、同時に違うどこかにもいるとい
　　　　　　　　　うことから成立します、仮に私が「ここに私はいます」と述べると、このことは、私が語
　　　　　　　　　っている場所を特徴づけています、しかし同時に私は、　「この家の中にいます」と述べる
　　　　　　　　　こともできるのです．．私は場所に関して述べており、この場所がひとつの空間のネットに
　　　　　　　　　組み込まれ、計測されるところまで至るのです。しかし、この「ここ」というのはゼロ点
　　　　　　　　　であり、出発点なのです、生きるという二とにとって、このことは何を意味するのでしょ
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　　　うか．私たちは動物の環境について語りました，動物たちは多かれ少なカれ彼らの環境に
　　　埋め込まれており、そこには狭い活動範囲を伴ったここが存在しています．そして人間的
　　　なものとは、　「私はどこにいるのか」という問いとともに始まります・　「どこに私はいま
　　　すか」という問いは、　「私は誰ですか」という問いと同様に、それほど単純に答えられる
　　　ようなものではありません　私は誰ですかという問いには、身分証明書を示すことができ
　　　ますが、に｛，かかわらず、いまだにこの問いには未決の問題が含まれています．場所の問
　　　いに関しても同様です．私は、その場所を身分証明書同様に示すことができます．場所を
　　　申告すーるか、どこで生まれたかを述べることができます　しかし、「私は誰ですか」とい
　　　う問いは根本的な問いのひとつです，　「いつ」という問いと、　「どこ」という問いは、考
　　　え始めると根底的な問いであることが分かります。それらの問いは、何力他のもので代用
　　　することができません、アリストテレスは、　「空間」、　「時間」、　「状況」、そして「実
　　　体」というカテゴリーを名づけました，この中で実体は、すでにある何ものかになってい
　　　ますが、それ以外はそうではありません。
稲垣 私は博士論文でフッサールの感情の問題を扱いました，三年前にはあなたの論文「ハト
スと応答の現象学」をドイツ語から日本語へと翻訳したこともあります。この感情の問題
は、空間というよりも場所に関係するものとしてお考えですか．
ヴァルデンフェルス　そうです一それは遭遇するもの、私を驚かすものとして時間のズレに関係します。それ
　　　　　　　　　は私に先立つのです、そして場所のズレとして、このここは、いつでもひとつのここなの
　　　　　　　　　ですrtそれは私がここへ来くるにしても、どこかに行くにしても、私が留まる場所なので
　　　　　　　　　す．：そこには常に運動があります・どこに私がいるのかを言おうとするとすぐに、私はも
　　　　　　　　　はやそこにはいないのです。一一度、素晴らしい芭蕉の詩を引用したことがありまilそれ
　　　　　　　　　は、「京都で暮らしながら、京都に思いをはせる」というものです　これはまさに、場所
　　　　　　　　　のズレというものです．これを念頭においているのです，もしあなたが京都にいながら、
　　　　　　　　　「なぜあなたは京都に思いをはせる必要があるのか」と尋ねられたとします　あなたは京
　　　　　　　　　都にいるにもかかわらずで市　しかしあなたは、あなたがいる場所にはいないのです．あ
　　　　　　　　　なたはすでにそこにいるか、そこへと戻ってくるのです一ここにグローバル化というもの
　　　　　　　　　が関係していると考えています．経験の豊穣さがここでは重なり合うのです＝私はここに
　　　　　　　　　いながら、同時に別の空間性であるそこにもいるのです　それは部分的には想起や暗示に
　　　　　　　　　よってです、もしあなたが自分の部屋を想起するとすれば、あなたは単にここにいるので
　　　　　　　　　はなく、父や母がいたそこにもいるので十それゆえ、不在がそこに共にあるのです　あ
　　　　　　　　　なたはこの空間にいるだけではありません．日本の家屋には、どこでも床の間というもの
　　　　　　　　　があります。それは、古い記億であり、角にある空間という意味での単なる空間の部分で
　　　　　　　　　はあtjません．そうではなく、その空間は開放されているのです、それが不在がともにあ
　　　　　　　　　るということてす。私はここにおり、そしてどこか別のところにもいるのです・これは私
　　　　　　　　　に属する異他性でもあります．異他｝生とは、同じ場所にある不在のことです・そのように
　　　　　　　　　して人は離れたものとともに生きるのです一また人は幾何学的なネットももっています
　　　　　　　　　その場合、私はここにいるか、そこにいるかのどちらかです、これが、私が時間と空間の
　　　　　　　　　ズレということで考えていろことです．
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稲垣 　あなたの概念でいう場所に関係すると思われる、私たちのエコ・フィロソフィというコ
ンセフトについても何かお考えがありますでしkうか
ヴァルデンフユルス　そうですねエコ・フィロソフィビ、・うことて思い浮かぶのは、≠，ちうんギリシア語の
　　　　　　　　オイコス、つまり家ということです「私は以前に一度、ギリシア人にとって宇宙（コスモ
　　　　　　　　ス）というのは、大きなオイコス、っまり大きな家のことであると定式化したことがあり
　　　　　　　　ました．人々はコスモスに住んでいたのです　そして、エコノミー（経済学）と同様にエ
　　　　　　　　コロジーは、生の領域としての家を指し示しています．つまり、ど二で働き、どこで家族
　　　　　　　　が生活するのかということです　しかも現在のように狭い家族の暮らしに限定されてはお
　　　　　　　　らず、むしろ拡大されたものでした　エコロジーは、私たち自身の家のように、自然が私
　　　　　　　　たちに関わってくることを問題にしています，つまり、私たちがそこで暮らし、他者とと
　　　　　　　　（、に住むこと、そして大気が他者グ）暮らしへも影響することを問題にするのです　という
　　　　　　　　のも世界は、幾つもの空間に分割されているのではなく、私たちの空間と異他なるものの
　　　　　　　　空間は相互に重なり合い浸透しているからです，それゆえ他者というiJのもエコロジーの
　　　　　　　　契機のひとつであり、彼らとともに自然にっいて考えるのです．私たちがヨーロッパの自
　　　　　　　　然概念として長い間持ち続けたものは、人間が支配せねばならないデカルトの自然でした
　　　　　　　　それはせいぜいのところ、作業場としての自然であり、材料としての自然だったのです
　　　　　　　　私は、プロッホをよく引用するのですが、　「以前語られていた『母なる自然』は、突然、
　　　　　　　　粗野な自然に、つまり素材に脱神話1ヒされてしkった」のです　っまり、それをもとに人
　　　　　　　　間は何かを生産するのですそして、意味をもっもののすべてとは、人間によって造られ
　　　　　　　　たものになったのです　こうした考えが一変され、自然は単なる私たちの活動を支えろ素
　　　　　　　　材であるだけではなく、そこにおいて私たちが生きる場所であることが自覚され始めたの
　　　　　　　　です＝このことは、古代ギリシアへの回帰ですそしてこれは私の課題でもあるのですが、
　　　　　　　　偉大な秩序としての宇宙は同時に、人々が相互に暮らL、生きる限界づけられた領域でも
　　　　　　　　あるのです。エコロジーにはそうした意味で、固有なものと異他なる手、のが属しています．
　　　　　　　　オイコスは、無限に大きいものであるはずはなく、限界が存在するのです　どのようにし
　　　　　　　　て様々な環境ともろもろのオイコスが関連し合っているのでしょうか，こうした問いは、
　　　　　　　　自然とのかかわりに関する考えを一変きせます．この重要性が認められろ必要があります
　　　　　　　　問題が起こるのは、自然から全ての原理を獲得しようとするときなのだと私は考えていま
　　　　　　　　す。自然の新たな解釈としての環境概念とは、そこで人が生き、私たちを取り囲む自然の
　　　　　　　　ことなのです、
山口 　特にカントやヒュームにおいて、彼らが私たちの主観性を人間の「自然」とも名づけて
いることが挙げられます、心の機能が自然として特徴づけられるのです．それは、重力の
法則にも比較されるような連合規則であり、その唯一の例外として、カントにおいては他
者や良心への尊敬だけが感情として取り上げられています．しかし、カントは、他の感1青
や私たちの感覚という心的機能を、私たちの自然として考察していま＋、こうした特徴づ
けにおいて私はいつも問題にぶつかります、心理学という概念はどのようなものなのか．
その概念のもとで何がなされるのか．私たちのなかの自然因果的な関係の考察なのか私
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たちの心や私の意識の中の問題なのか　こうした考え方は、とても奇妙な図式に基づいて
います一確かに今日の経済学者ですら、こうした考え方を用いています経済学的観点か
ら言えば、人間の僅働や希求、主観性というものの全てが自然法則の規則性のもとで見出
されます一どれくらいのエネルギーもLくはどれくらい・f）衝動が、特定の対象を購入する
際に算出されうるというのでしょうカ！こうしたこと寸べてか、私たちの心や主観性の同
然化によって起こったものです．しかしこのことは、ひとつの理論であるだけで1まなく、
経済学者が効率性を算出するさいの製品σ）効果や市場研究などにおいてもそうなのです、
全てのことがこうした図式を前提しています、私たちの心的自然は、因果的なものとして
規則づけられ、考察されうるかのようです
ヴァノレデンフェルス　カントにとっての自然概念はそれほど単純なものではなく、より複雑です　カントにお
　　　　　　　　　いては、幾つもの自然が存在します　自然科学の自然は、確かに計量されるものです．心
　　　　　　　　　理学にとっての自然も完全に自然科学的なものであり、それが、回転肉焼き機のように自
　　　　　　　　　然条件を予測する行動主義的な心理学を準備することになりました、彼自身がそう述べて
　　　　　　　　　いる箇所もあります　しかしその他方で、ルソーが自然と名づけた、サンチマン、つまり
　　　　　　　　　固有な生の感情というものも存在します　カントはそれも自然と名づけています。という
　　　　　　　　　のもそれは、刻ヒ的に産出されたものではないからです．それはいわば、人間のなかの自
　　　　　　　　　然のようなものです　しかしヒュームにとっては、微妙な問題なのですが、習慣性がひと
　　　　　　　　　つの契機になっています、習／貫性は確かに文化に関係していますが、他方で自然のように
　　　　　　　　　働きかけるものでもあります彼にとって習慣性は、本来、第二の自然にすぎません，し
　　　　　　　　　かしそれもまた問題なのです。
　　　　　　　　　そこでフッサールは三つの契機を区別しました、っまり、その第一が自然科学の自然，
　　　　　　　　　そこにはアトムやニューロンが存在し圭す．ニューロンというのは、自然の中に在るので
　　　　　　　　　はなく、ただ神経学や物理学にとって存在するものです，第二のものを彼は、私の自然と
　　　　　　　　　名づけています．つまり、私自身で産出するのでも、意のままにできるのでもない生きた
　　　　　　　　　自分の身体のことです，物体としての身体も私の自然です、そして第三のものは、文化の
　　　　　　　　　中で作動する自然です，例えば木々というものは、自然科学的な製品ではなく、自分の脳
　　　　　　　　　のように文化の中で作動する自然でr仁　二れらは、全く異なる契機ですt／私はこれらは区
　　　　　　　　別されるべきだと考えています．今日では、倫理学の自然化や自然主義的な認識理論が唱
　　　　　　　　　えられています、しかし、自然の概念が完全に暖昧になってしまっています、もしこのこ
　　　　　　　　　とが真摯に受け取られるのであれば、それによって、これまでの価値づけが根本的に変化
　　　　　　　　　し、自然それ自身が価値評価を行う、もしくは脳が価値評価を行うようなフロセスが現れ
　　　　　　　　　ます一これはつまり、あるものに反応し、あるものには反応しないということなのですが、
　　　　　　　　価値評価というものはそれ以上のことを意味しています。私はある物に好意をもちますが、
　　　　　　　　それに反応するだけではありません、それゆえ私の出発点というのはいっでも、自然が共
　　　　　　　　に働いている生活世界なのです，そして、他者の理解に関しても自然化されたアプローチ
　　　　　　　　が存在しています，フッサールはそうしたアフローチを自然主義的態度と名づけています
　　　　　　　　　この態度は、ある対象を生の連関から切り離し、孤立化させて考察するような態度ですL．
　　　　　　　　問題は、どの程度まで様々な事象を統合し、自律化させることができるのかであるのに、
　　　　　　　　現在では、部分的に非常に素朴な自然主義が溢れており、特にアメリカでは、それがキリ
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スト教的な摺論と結びついたりもしています．
　本来であれば、抵抗が起きるはずです。人間は、自分が誰であり、自然が何であるのか
を問うことができます．それに対して自然は、自分が何であるのかを問うことはできない
のですcソクラテス的な距離のとり方が確認されねばなりません．さもなければ、必ずし
も最悪な事態が生じるのではないにしても、生物学主義が起こることになります一ナチス
党時代の第三世界の人種差別はまさにそうした生物学主義でした．全ては生きている．そ
して、生命においてはより強いものが勝者となる．ある木は立ち続け、他の木は倒れる＝
これはまさにヒトラーが述べたことです　強者と弱者を完全に生物学的な言語で分ける二
とは、20世紀初頭には既に成立していたのです　現象学者はこれに反対する方向を選び
ました　生とはそう単純なものではありません、これでは悪しき形而上学になってしまい
ます。しかしそれは今日まで続いてきたのであり、部分的にはより慎み深くなり、方法的
観点から強化されています。すべては脳内ブロセスであるというように＝これは真理であ
るか、そうではないかのどちらかです，もしくは理説として些細なものであるのか、間違
ったものであるのかもしれません。
　エコロジーもある種の危険をもっています．マルクスは、純粋な経済学は存在せず、そ
れは政治的エコノミーであると述べています，経済には常に政治的介入が伴っているから
です．エコWジーもそうです：／つねに政治的なエコロジーなのです。その意味でも純粋に
グリーンなエコロジーは存在しません。それは単に草を生やすだけではなく、非常に重要
な要因として、自然についての考え方を実践的な意味で一変させ、集合的な私たちにとっ
て影響を与える大気フロセスにもかかわるのです。これはとても新しいものです，そのた
めそうした問題に迫ろうとすれば、生活世界の概念を拡張する必要があります。問題にな
るのは間文化的なものです一というのも、日本文化における自然は間違いなく、私たちと
は別のパラダイムに属しているからです1．それはギリシアのものでもなければ、デカルト
的な自然でもありません。それゆえ、あなた方にとって自然が何を意味しているのかが問
題になるのです。いつも私が感動するのは、日本の庭や部完はある意味で非常に技巧的な
ものだということです。窓からの眺めでさえそうです，例えば森の丘を見入る際にも、見
るべき場所が人工的に円で区切られています．それは自然との共演であるのか、むしろ自
然からの働きかけなの加ともかく非常に印象的で、技巧的な仕方で自然との相互作用が
考えられています．そこには何らかの動機があるようにも思えます。自然との相互作用、
脳とすべてのものの相互作用、主観一客観に対してそこに帰属しているものが問題になっ
ているようにも思えます。
　ここでもう一度カントに遡及することになります。つまり、私がカントの中のどこに困
難さを見いだすのかといえば、彼が、人格（Peπ）sn）と事象（Sache）をあまりにも厳格に
区別することにあるのです「カントにとって自然はすべて、事象に他なりません。この定
義はほとんど法学的です．つまり人格というのは、行為が帰属され、責任を問いうる何も
のかであり、法廷に立つことができる何ものかなのです。犬はそれに対して法廷に立つこ
とはできません．犬は単なる事象なのです。これは全く古代ローマ的な考え方です。確か
に法学的にそのように区別することはできます。しかし、犬は単なる事象ではありません
し、リンゴでさえそうです．事象というのは、純粋なカテゴリーです、人間は物事を事象
のようにみなすことで、　「法学者、あなたは正しい、あなたぱそれを事象として、例えば
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家を事象とLて考察している」と述べることができるのです，しかし、家は単なる事象で
はありません　それは、私がそこで暮らす周囲世界なのです，人格と事象はほとんど．存在
論的区別のようになっています、物事が両者に完壁に還元されないと済まないというので
すしかし、事象というのも一つの解釈です．人はリンゴを食べ、猫とともに暮らし、家
の中で生活し、天気とともに存在します　この「ともに」というもの、これはすべての差
異とともにあるものなのです　二れが本来的な出発点です　この「ともに」の中で人は客
観化し、事物化し、事象化するのです　しかし出発点にあるのは、「これは人格で、これ
は事象である」という区別ではありません　これが、私がカントに同意できない理由なの
です、
稲垣 　今仰られた「何ものかとともに」生きるということが環境問題にとって重要だと私も思
います。そして「この何ものか」の中には、将来生まれてくるであろう人々、つまりいま
だ存在していない人々とともに生きるということ、世代を超えた倫理の問題にもつながる
と思うのですが、いかがでしょうか，
ヴァルデンフェルス　それも当然のことながらエコロジーの問題のひとつであり、月並みな言い方ですが、い
　　　　　　　　　まだ全く存在していない将来的なもののことです「もしそれがどんな役割も演じないとす
　　　　　　　　れば、ユコロジー的な問いは存在しません。　「私たち以後の大洪水」といううまい言葉が
　　　　　　　　　あります。つまり、私たちの後に何が起こるのかということです。これは、将来の思考を
　　　　　　　　　前提にしています．つまり、より遅れてくるものから思考するだけではなく、より遅れて
　　　　　　　　　くるものとして感じるのです．彼らがこの世界においてどのように生きることになるのか
　　　　　　　　　についての感情をもつことです．rそれは基本的なエートスであり、純粋な自己保存から1出
　　　　　　　　発することによっては全く理解不可能なものです．これまで子供たちはしばしば老人の面
　　　　　　　　倒を見てきました，今でもそうした交流は存在します　しかし多くの人たちが子供をもた
　　　　　　　　　なくなっています．子供が生まれなくなると、］辣・というものが完全に空虚になってし2
　　　　　　　　　いまナ．人々が将来へ向かって生きるための当の将来的なもの、つまり子供たちが存在し
　　　　　　　　ないとすれば、将来は根本的に空虚になるのです、これは、哲学者が意識に刻む必要があ
　　　　　　　　　ることでもあります．過去や死者の思い出とともに生きるように、すべての偉大な文化は
　　　　　　　　記憶の文化をもっています・それと同様に、将来を先取りする期待の文化も存在するべき
　　　　　　　　なのです．時間構造はとても興味深いものであり、将来とは、ただいつも過ぎ去っていく
　　　　　　　　現在の延長ではなく、何か新たなものがもたらされることなのです、将来において何か新
　　　　　　　　たなものが始まるのです・もしあなたが、将来について語ったとすれば、時間は到来し、
　　　　　　　　進むのですc
　　　　　　　　　取るに足らないことのように見えますが、この到来は、私へと何ものかが到来すること
　　　　　　　　であり、それがヰ練ということでt。，何かがやってくるのであり、異他なるものもそうな
　　　　　　　　のです，それは自我ではなく、先取りする何ものかです。例えば、私の計画や構想などと
　　　　　　　　述べたりもします．常に異他的なものというわけではない将来は、自分固有のものでもあ
　　　　　　　　　ります，新たなものが成立するとき、それはあなたへと近づいてきますt一芸術家に近づい
　　　　　　　　てくるものとは、彼に突然思い浮かぶものであり、着想と名づけられろものです・こうし
　　　　　　　　たことはある運動を前提にしています＝行きつ戻りつ、それにっいて考えを巡ら寸と私た
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ちは言います　しかし、私がそこへ行くというよりは、何ものかが到来し、私はそれに遭
遇するのです、そしてこれが、ラディカルな意味での将来の構造です．t私たちは例えば、
汚染物質を大気に放出し続けると、30年後にはこれこれのことが起こると、：1練をLば
しば見積るようにして思考を巡らします二これが将来を見積もるということです．
しかし、最もつディカノレな将来とは、私たちに近づいてくるものであり、それは全（予想
もしえないようなものなのです，それは終わることがありません、私たちの集団的で人格
的な生における全ての産物には、この「私を待ち受けている何もσ）か」が属しているので
す、それは着想であり、際立つものであり、不意に訪れるものなのです・　「思惟が到来す
るのは、思惟自らがそう意志するからであり、私がそうすろからではない」、というニー
チゴを私はしばしば引用します、これは思陛の運動であり、このことは当然、他者に対し
ても該当します、つまり、異他なるものもそれ固有の期待とともに私に近づいてくるので
あり、その時代を生きる世代や若者、老人が私へと到来するのです．それは、より若いも
のが来て、さらにその後が続くといった時系列ではなく、より若い者がつねに年老いたも
のを疑い、問いに立てるということです、というのも彼らは、彼ら自身のハースペクテt
ブから私たちを見つめるからです＝空間、場所、時間は、非常にラディカノレな仕方で考え
られねばならないのです
　もし人がそのように考えないのであれば、エコロジー的な倫理の全体は、大気の問題だ
けに終始してしまうことになります、その際私は、たとえ大気が重要だとして‡、、なぜ大
気なのかと問う必要があると考えています．その二とを多くの人は明らかにしません，彼
らはただ、そうしたことが天気のように移り変わるものと考えているかのようです、
（番羽言尺　　干禧］亘言命）
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